
学校の大規模改修は、平成28年度から計画的に
実施したい。 （ 三村町長・森本建設部長）
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教育施設を含む公共施設の
今後の保守維持

Q
片川学議員

公
共
施
設
の
傷
み
が
目
立

つ
。
今
後
の
計
画
を
問
う
。

本
町
の
教
育
施
設
を
含
む

公
共
施
設
は
、
昭
和
40
年
代

後
半
に
建
設
さ
れ
た
施
設
が

老
朽
化
し
、
こ
れ
か
ら
大
量

に
更
新
時
期
を
迎
え
る
。

こ
の
た
め
、
長
期
的
な
視

点
を
持
ち
、
計
画
的
に
現
有

施
設
全
体
の
更
新
や
長
寿
命

化
を
推
進
し
、
国
と
地
方
公

共
団
体
、
又
は
、
地
方
公
共

団
体
同
士
が
連
携
し
て
施
設

の
適
正
な
配
置
を
進
め
る
ほ

か
、
既
存
施
設
の
統
廃
合
も

含
め
、
様
々
な
観
点
か
ら
鋭

意
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

今
後
、
教
育
施
設
の
改
修

を
始
め
と
す
る
全
て
の
施
設

の
管
理
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
全
庁
的
な
体

制
整
備
に
、
速
や
か
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

な
お
、
学
校
の
大
規
模
改

修
は
、
来
年
度
耐
震
化
が
終

了
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度

か
ら
計
画
的
に
実
施
し
た

い
。
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石
巻
市
は
、
東
日
本
大

震
災
震
の
被
災
市
町
の
中

で
最
大
の
被
害
を
受
け
た

自
治
体
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
経
験
や

教
訓
を
防
災
計
画
の
見
直

し
に
反
映
し
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
や
機
能
強
化

等
に
先
駆
的
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
度
の
研
修
で
、
わ

が
町
の
防
災
対
策
や
自
主

防
災
組
織
の
育
成
等
に
非

常
に
参
考
と
な
り
実
り
あ

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
20
日
に
文
教
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
児
童
・

生
徒
の
教
育
環
境
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
、
現
場

の
声
を
聞
き
な
が
ら
町
内

の
各
小
・
中
学
校
を
訪
問

し
、
学
校
施
設
の
劣
化
状

況
等
を
確
認
し
て
回
り
ま

し
た
。

ま
た
、
11
月
27
日
に
も

委
員
会
を
開
催
し
、
教
育

部
よ
り
平
成
26
年
度
の
主

要
事
業
の
進
捗
状
況
、
学

力
調
査
結
果
等
に
つ
い
て

の
行
政
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

玄
海
町
は
、
全
国
の
多

く
の
人
々
か
ら
た
く
さ
ん

の
﹁
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
﹂
を
受
け
て
い
る
自
治

体
の
一
つ
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
寄
付
制

度
を
﹁
ま
ち
﹂
と
﹁
特
産
品
﹂

を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
捉
え

取
組
ん
だ
結
果
、
寄
付
金

だ
け
で
は
な
く
地
元
の
生

産
者
の
所
得
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
は
、
貴
重

な
成
功
事
例
を
学
ぶ
と
と

も
に
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第15回

「
城
本
勝
司
頌
徳
碑
」

▲ 高さ：141㎝、横：160㎝

取
材
／
民
法
・
時
光
・
片
川
・
沖
田

～ 城本勝司頌徳碑～～ 城本勝司頌徳碑～

要
望
活
動

先
進
地
視
察
研
修

文
教
委
員
会

総
務
厚
生
委
員
会

議
会
・
委
員
会
活
動
等
紹
介

出
来
庭
に
は
、
城
本
勝
司
氏
の
碑

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
石
碑
に
は
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

業
績
の
概
要

故
城
本
勝
司
氏
は
昭
和
22
年
26
才

で
熊
野
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
逝

去
さ
れ
る
ま
で
30
年
の
長
き
に
亘
り

次
の
幾
多
の
要
職
を
歴
任
し
終
始
一

貫
町
勢
の
発
展
の
た
め
精
魂
を
傾
け

明
敏
な
判
断
力
と
強
力
な
実
行
力
に

よ
り
大
き
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
を
列
挙
し
ま
す
と
、

熊
野
町
議
会
議
員
、
熊
野
町
長
、
広

島
県
議
会
議
員
、
熊
野
町
農
業
委
員

会
会
長
、
熊
野
町
毛
筆
事
業
協
同
組

合
理
事
長
、
全
国
書
道
用
品
生
産
連

盟
会
長
、
安
芸
町
村
会
副
会
長
、
安

芸
郡
武
道
協
会
会
長
、
安
芸
郡
体
育

協
会
会
長

町
政
、
地
方
自
治
に
貢
献
し
た
業

績
戦
後
の
復
興
期
に
あ
る
困
難
な
時

期
に
地
方
自
治
振
興
の
た
め
町
議
会

運
営
の
基
盤
を
固
め
町
行
政
の
責
任

者
と
し
て
９
年
余
に
亘
る
在
職
中
、

上
水
道
事
業
の
創
始
、
他
に
先
が
け

て
国
民
健
康
保
険
制
度
の
導
入
、
教

育
施
設
の
整
備
充
実
、
町
営
住
宅
の

大
量
建
設
、
町
道
の
整
備
拡
充
、
県

道
矢
野
内
海
線
整
備
改
良
、
等
身
を

挺
し
て
こ
れ
ら
諸
問
題
と
取
組
み
今

日
の
熊
野
町
を
築
き
あ
げ
た
。
ま
た

広
島
県
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
に
尽
力
し
刮
目
す
べ
き
足
跡

を
残
し
た
。

毛
筆
産
業
振
興
に
尽
し
た
功
績

毛
筆
生
産
業
は
熊
野
町
の
基
幹
産

業
と
し
て
長
い
伝
統
を
誇
っ
て
い
る

が
戦
後
毛
筆
習
字
の
課
目
が
義
務
教

育
か
ら
除
外
さ
れ
た
た
め
業
界
は
衰

微
の
極
に
達
し
た
。
昭
和
26
年
推
さ

れ
て
熊
野
町
毛
筆
事
業
協
同
組
合
理

事
長
に
就
任
す
る
や
そ
の
識
見
と
旺

盛
な
行
動
力
を
駆
使
し
て
毛
筆
事
業

の
振
興
を
目
指
し
以
来
五
年
間
、
全

国
習
字
教
育
研
究
大
会
を
各
地
に
開

催
し
て
毛
筆
習
字
の
必
要
性
を
訴
え

世
論
を
喚
起
し
た
結
果
、
小
中
学
校

に
習
字
課
目
が
復
活
し
現
在
の
隆
盛

の
端
緒
を
築
き
上
げ
た
も
の
で
あ

る
。
氏
は
毛
筆
産
業
界
に
お
け
る
最

大
の
功
労
者
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上　

︵
一
部
抜
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▶

地
元
選
出
の
国
会
議
員

６
人
を
訪
問
し
﹁
広
域
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
整

備
促
進
﹂
に
つ
い
て
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
﹁
矢
野
安
浦

線
﹂
は
、
広
島
市
と
東
広

島
市
を
結
ぶ
主
要
地
方
道

で
あ
り
、
東
広
島
・
呉
自

動
車
道
路
が
完
成
す
れ
ば

広
島
空
港
ア
ク
セ
ス
の
サ

ブ
道
路
機
能
と
し
て
も
期

待
さ
れ
る
ル
ー
ト
で
あ
る

た
め
、熊
野
バ
イ
パ
ス
︵
仮

称
︶
の
整
備
を
加
速
化
し
、

良
好
な
生
活
環
境
が
保
全

で
き
る
よ
う
整
備
促
進
を

要
望
し
ま
し
た
。

︻
要
望
内
容
︼

１
、
主
要
地
方
道
﹁
矢

野
安
浦
線
﹂
の
整
備

促
進

２
、
一
般
国
道
２
号
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
促

進


